
令和７年２月議会定例会全員協議会

１　新地方公会計制度

　地方公会計については、これまで都道府県及び市町村において財務書類の作成・公表等を行ってきましたが、財務書類の作

成方式が複数存在し、比較可能性の確保に課題があるほか、多くの地方公共団体において簡便な作成方式である「総務省方式

改訂モデル」が採用され、本格的な複式簿記の導入が進んでいませんでした。

　このため、総務省では平成27年1月の大臣通知「統一的な基準による地方公会計の整備促進について」により、固定資産台

帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関する「統一的な基準」により、全ての地方公共団体（新たに一部

事務組合及び広域連合を含む。）を対象に、財務書類（※）の作成が要請されました。

　当広域連合は、この要請（新地方公会計制度）に基づき平成28年度に固定資産台帳の整備を行い、平成29年度より（平成28

年度決算）「統一的な基準」による財務書類の作成を開始しています。

　※貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書の財務4表

（1） 資産状況等を情報公開していくことで、行財政における信頼性や改革状況を説明することができる。

（2） 財政状況の悪化を早期に把握することで、財政の健全化を進めることができる。

（3） 資産・債務改革を促進することができる。

（4） もとす広域連合が所有する全ての資産と債務が把握できるほか、現在の世代の負担、将来の世代の負担の状況等を明確

にすることができる。

２　財務書類作成の目的・意義

もとす広域連合財務書類について（令和５年度決算）
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３　財務書類の概要

 (4) 資金収支計算書（キャッシュ・フロー計算書）

　現金の流れを示すもので、その収支を性質に応じて、業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支などと区分して表
示することで、どのような活動に資金を必要としているのかを示すものです。

 (1)　貸借対照表

　会計年度末時点において、どれほどの資産や債務を保有しているかについて、一目で分かるようにしたものです。左
側に資産を表示し、右側に負債及び資産と負債の差額である純資産を計上しています。
　【資産とは】将来の資金流入をもたらすもの、将来の行政サービス提供能力を有するものです。建物や工作物などの
事業用資産や物品、基金、現金預金などです。
　【負債とは】将来、債権者等への資金流出をもたらすものです。地方債やリース債務、賞与等引当金、退職手当引当
金などです。

 (2) 行政コスト計算書（損益計算書）

○　地方公共団体の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料などの収入を示すものです。
○　従来の会計では捕捉できなかった減価償却費など非現金コストについても計上しています。
○　経常費用合計から経常収益合計を差し引いたものが、当該年度の純経常行政コストとなります。

 (3) 純資産変動計算書（株主資本等変動計算書）

○　資産から負債を差引いた純資産が、一会計期間にどのように増減したかを明らかにするものです。
○　総額としての純資産の変動に加え、それがどのような財源や要因で増減したかを示すものです。



・介護保険特別会計 ・岐阜県市町村職員退職手当組合
・老人福祉施設特別会計（一部を除く）

・一般会計
・老人福祉施設特別会計の一部

４　連結財務書類の範囲

一般会計等

　連結財務書類は、一般会計等財務書類にその他の特別会計や関連団体を加えて一つの行政サービス実施主体とみなして作成しま
す。

連　結

特別会計 関連団体
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（単位：千円）

金額 金額 金額

１．固定資産 2,065,418 １．固定負債 810,271 １. 期首純資産残高 1,733,021

（１）有形固定資産 1,637,873 （１）地方債 480,216 ２. 純行政コスト △ 457,051

①事業用資産 916,819 （２）退職手当引当金 323,542 ３. 財源 448,654

　 うち売却可能資産 0 （３）その他 6,513 （１）税収等 447,846

②インフラ資産 0 ２．流動負債 56,172 （２）国県等補助金 808

③物品 721,054 （１）１年内償還予定地方債 27,320 ４. 資産評価差額 0

（２）無形固定資産 0 （２）賞与等引当金 12,303 ５. 無償所管換他 0

（３）投資その他の資産 427,545 （３）その他 16,549 ６．その他 0

①投資及び出資金 0 866,443 本年度末純資産残高（１～５の合計） 1,724,623

②基金 104,003 金額

③長期延滞債権他 323,542 １．固定資産等形成分 2,536,896

④徴収不能引当金 0 ２．余剰分(不足分) △ 812,273

２．流動資産 525,648

（１）現金預金 54,170 金額

（２）未収金 0 93,779

（３）基金 471,478 業務支出 476,551

（４）その他 0 業務収入 570,330

（５）徴収不能引当金 0 1,724,623 臨時支出 0

2,591,066 2,591,066 臨時収入 0

△ 87,962

投資活動支出 216,746

投資活動収入 128,784

金額 △ 13,894

578,727 財務活動支出 13,894

（１）業務費用 523,729 財務活動収入 0

①人件費 228,887 △ 8,077

②物件費等 292,517 49,285

③その他の業務費用 2,325 41,208

（２）移転費用 54,998 12,698

121,676 264

３．純経常行政コスト（１－２） 457,051 12,962

４．臨時損失 0 54,170

５．臨時利益 0

６．純行政コスト（３＋４－５） 457,051

※以降各表について、端数処理の関係で合計額が一致しない場合があります。

本年度末現金預金残高⑩（⑥＋⑨）

本年度資金収支額④（①＋②＋③）

前年度末資金残高⑤

本年度末資金残高⑥（④＋⑤）

前年度末歳計外現金残高⑦

本年度歳計外現金増減額⑧

本年度末歳計外現金残高⑨（⑦＋⑧）

５　一般会計等財務書類（令和５年度）

負債の部

負債合計

純資産の部

純資産合計

【貸　借　対　照　表】
資産の部

【純資産変動計算書】

【行政コスト計算書】
科目

１．経常費用

２．経常収益

資産合計

科目

負債及び純資産合計

【資金収支計算書】
科目

【業務活動収支】①

【投資活動収支】②

【財務活動収支】③



（単位：千円）

金額 金額 金額

１．固定資産 5,678,663 １．固定負債 1,996,408 １. 期首純資産残高 4,977,648

（１）有形固定資産 2,945,068 （１）地方債 480,216 ２. 純行政コスト △ 8,582,910

①事業用資産 1,920,505 （２）退職手当引当金 1,485,350 ３. 財源 8,478,024

　 うち売却可能資産 0 （３）その他 30,842 （１）税収等 5,633,352

②インフラ資産 0 ２．流動負債 122,996 （２）国県等補助金 2,844,672

③物品 1,024,563 （１）１年内償還予定地方債 31,146 ４. 資産評価差額 0

（２）無形固定資産 5,930 （２）賞与等引当金 57,344 ５. 無償所管換他 0

（３）投資その他の資産 2,727,665 （３）その他 34,506 ６．その他 0

①投資及び出資金 0 2,119,404 本年度末純資産残高（１～５の合計） 4,872,762

②基金 1,228,669 金額

③長期延滞債権他 1,504,827 １．固定資産等形成分 6,330,623

④徴収不能引当金 △ 5,831 ２．余剰分(不足分) △ 1,457,861

２．流動資産 1,313,503

（１）現金預金 645,226 金額

（２）未収金 16,317 85,311

（３）基金 651,960 業務支出 9,187,814

（４）その他 0 業務収入 9,273,125

（５）徴収不能引当金 0 4,872,762 臨時支出 0

6,992,166 6,992,166 臨時収入 0

△ 114,009

投資活動支出 242,793

投資活動収入 128,784

金額 △ 31,900

9,384,910 財務活動支出 31,900

（１）業務費用 2,029,539 財務活動収入 0

①人件費 839,717 △ 60,598

②物件費等 834,500 692,862

③その他の業務費用 355,322 632,264

（２）移転費用 7,355,371 12,698

802,000 264

３．純経常行政コスト（１－２） 8,582,910 12,962

４．臨時損失 0 645,226

５．臨時利益 0

６．純行政コスト（３＋４－５） 8,582,910

※以降各表について、端数処理の関係で合計額が一致しない場合があります。

【資金収支計算書】
科目

【業務活動収支】①

【貸　借　対　照　表】 【純資産変動計算書】
資産の部 科目

資産合計

【投資活動収支】②

【行政コスト計算書】
科目 【財務活動収支】③

負債及び純資産合計

本年度末歳計外現金残高⑨（⑦＋⑧）

本年度末現金預金残高⑩（⑥＋⑨）

６　連結財務書類（令和５年度）

負債合計

負債の部

純資産の部

純資産合計

１．経常費用

本年度資金収支額④（①＋②＋③）

前年度末資金残高⑤

本年度末資金残高⑥（④＋⑤）

前年度末歳計外現金残高⑦

２．経常収益 本年度歳計外現金増減額⑧
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令和５年度決算 30.99% 0.54% 17.33% 0.12%

令和5年度においては、地方債の新規発行は行わず、償還のみだったため、地方債が8,891千円減少しました。一方で、固
定資産の償却率が増加した影響により、社会資本形成の世代間負担比率は僅かに増加しました。

令和３年度決算 31.16% 10.04% 17.50% 7.06%

７　財務書類に基づく財務分析

《分析指標》

(1) 純資産比率　＝　純資産合計　／　資産合計

もとす広域連合

一般会計等 前年比 連結 前年比

66.79% △5.63% 70.24% △1.12%

　社会資本形成としての固定資産（公共資産）が、どのくらい地方債で賄われているかを示すもので、過去の世代によっ
て形成されているのか、また、将来の負担として先送りしたものかを表しています。

令和３年度決算

令和５年度決算 66.56% 0.01% 69.69% 0.52%

　各団体が持つ資産のうち正味の資産の割合を示すもので、純資産比率が高ければ、過去の世代が有形固定資産の形成コ
ストを負担したことを表しています。一般的にこの数値が高い方がよいとされています。

一般会計等と連結会計ともに、資産と負債が前年度より減少していますが、純資産比率は僅かに増加しました。
衛生施設整備基金(26,000千円)と介護給付費準備基金(72,596千円)を積立てたものの、固定資産の償却により資産合計は
前年度より減少しています。負債は退職手当引当金や賞与引当金が増加している一方、地方債やリース契約の返済は進ん
だため、負債合計も前年度より減少しています。

(2) 社会資本形成の世代間負担比率　　＝　地方債残高　／　有形・無形固定資産合計

もとす広域連合

一般会計等 前年比 連結 前年比

令和４年度決算 30.45% △0.71% 17.21% △0.29%

令和４年度決算 66.55% △0.24% 69.17% △1.07%



令和５年度決算 63.89% 1.94% 62.54% 1.95%

　一般会計および連結会計において、令和3年度に設備更新工事が完了した衛生施設の減価償却が令和4年度より開始さ
れました。このため、令和4年度から減価償却費は前年度と比較して増加しています。次回の設備更新を行うまでには
今後も毎年度増加していくこととなります。

(3) 受益者負担比率　　＝　経常収益　／　経常費用

　経常費用のうち、行政サービスの受益者が直接的に負担する使用料・手数料等（経常収益）の割合を表しています。

もとす広域連合

一般会計等 前年比 連結 前年比

(4) 有形固定資産減価償却率　　＝　減価償却累計額　／　（有形固定資産合計-土地等の非償却資産+減価償却累計額）

　償却資産の取得価額等に対する減価償却累計額の割合を示すものであり、資産の減価償却がどの程度進んでいるかを
指標化することにより、その資産の経年の程度を把握することができます。
　※償却資産は、建物及び工作物を対象としています。

　一般会計等：児童発達支援事業市町村給付費が前年度より10,547千円減少したこと等により、経常収益が減少したた
め、前年度に比べて減少しました。
　連結会計：収益(5.1%増)・費用(4.2%増)ともに増加し、受益者負担比率は僅かに増加しました。経常費用の主な増加
要因は、介護保険特別会計において介護給付費返還金が前年度より55,612千円増加したことであり、経常収益の主な増
加要因は、老人福祉施設特別会計において収益が41,704千円増加したことによるものです。

61.68% △16.62% 59.50% △7.21%

もとす広域連合

前年比 連結 前年比

令和３年度決算 21.98% 0.38% 8.81% △0.02%

令和５年度決算 21.02% △2.78% 8.55% 0.08%

令和４年度決算 61.95% 0.27% 60.59% 1.09%

令和４年度決算 23.80% 1.82% 8.47% △0.34%

一般会計等

令和３年度決算
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